
串■－ヨ

； 

霧ii:ii1IIl;i;;i､夢,,ｉ震１１，，
巳

９ 

麺

～ 

Ｐ 

閉



シ
リ
ー
ズ
私
の
趣
味
湘
矼

琴
の
音
色
に
さ
そ
わ
れ
て
●
俵
橋
大
正
琴
の
会
・
…
…
…
・
…
…
…
…
’

二
、
○
○
○
人
が
酪
農
崩
壊
阻
止
を
訴
え
る
…
…
：
…
：
：

営
農
技
術
鮎
と
ス
ト
レ
ス

●
北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所
…
…
…

わ
が
家
の
人
気
者
由
紀
が
一
稀
鰍
い
の
だ
．
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…

元
気
が
取
柄
の
熟
年
会
冬
川
研
修
〈
雫
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…

俵
橋
ふ
る
里
の
会
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
・
…
…
…
…
…
…
…
：

俣
落
冬
期
ス
ポ
ー
ツ
大
会
学
佼
と
地
幽
が
一
体
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
四
年
営
農
計
画
集
計
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…

朋
西
竹
冬
ま
つ
り
初
の
拭
み
大
成
功
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中
標
津
地
区
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
…
…
…
：
…
…
…
…
…
・

ｊ
Ｆ
ｌ
 

い
て
つ
く
寒
き
頸
も
何
の
そ
の
紺
辮
冬
ま
つ
り
で
荊
凹
拡
大
…
…
…

理
事
会
の
経
過
／
小
集
団
発
表
大
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…

幕
ら
し
の
知
恵
袋
徹
さ
ん
の
了
を
大
切
に

●
北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所
．
．
…
・

今
月
の
フ
ォ
ト
ア
ル
パ
ム
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

絹
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絵
一
つ
う
そ
く
の
ふ
る
さ
と
会
諒
若
松
、
Ⅲ

会
津
の
ろ
う
そ
く
作
り
の
歴
史
は
古
く
、

五
一
日
年
前
の
領
主
麓
各
氏
が
、
ろ
う
そ

く
の
原
料
で
あ
る
涼
の
栽
焙
を
奨
励
し

て
以
来
の
二
と
。

天
正
の
鱒
生
氏
郷
の
時
代
に
は
将
軍

家
へ
の
献
上
品
、
各
地
の
諸
大
名
へ
の

お
＋
｜
産
品
と
し
て
、
四
季
の
一
早
柁
を
描

い
た
絵
ろ
う
そ
く
が
盛
ん
に
作
ら
れ
た

と
い
う
。

露
…

…
鶴
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大
正
の
時
代
に
生
ま
れ
た
日
本
人
の

手
に
な
る
楽
器
、
大
正
琴
は
、
日
本
人

の
楽
器
へ
の
憧
撮
そ
の
も
の
と
い
わ
れ

る
．
こ
の
大
服
琴
を
通
し
交
流
を
行
な

っ
て
い
る
俵
僑
犬
服
琴
の
会
を
紹
介
し

ま
す
。

会
を
発
足
し
て
五
年
、
、
今
で
は
卜

人
の
会
員
が
毎
月
二
回
、
俵
橋
生
活
館

に
集
い
練
習
し
て
い
る
。
｜
番
毅
初
に

琴
を
始
め
た
の
は
佐
々
木
燕
子
さ
ん
、

琴
の
音
色
に
さ
そ
わ
れ
て

ﾉ趣味⑫
俵橋大正琴の会

足
が
不
日
由
の
た
め
座
っ
た
ま
ま
出
来

る
事
と
、
楽
譜
が
音
階
に
な
っ
て
い
な

く
、
琴
の
キ
ー
番
号
に
な
っ
て
い
た
の

で
取
り
組
み
や
す
か
っ
た
そ
う
で
す
。

佐
々
木
さ
ん
が
始
め
て
か
ら
、
そ
の
琴

の
音
色
に
趣
か
れ
、
｜
｜
人
、
三
人
と
仲

間
が
増
え
、
今
で
は
十
人
の
会
員
が
趣

味
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
「
で
も
本

音
を
一
一
一
一
口
う
と
、
趣
味
と
い
う
よ
り
は
老

人
ボ
ケ
を
防
ぐ
為
の
頭
の
体
操
な
ん
で

へ１

の
人
は
い
な
く
、
地
域
婦
人
の
輪
づ
く

り
、
老
い
防
止
に
行
な
っ
て
い
る
。

練
習
日
に
は
会
員
そ
れ
ぞ
れ
お
弁
当

を
持
参
し
、
昼
食
時
間
に
な
る
と
腕
自

慢
料
理
を
交
換
し
な
が
ら
食
べ
、
世
間

話
し
に
花
が
咲
く
。
午
後
か
ら
は
俵
橋

小
学
校
の
菊
地
校
長
先
生
が
指
導
に
あ

た
っ
て
い
る
。

持
曲
は
約
一
十
五
曲
ほ
ど
あ
る
そ
う

で
、
｜
年
間
に
四
曲
覚
え
る
事
を
目
標

に
取
り
組
み
、
年
一
度
の
発
表
と
な
る

す
よ
」
と
話
す
会
長
の
伏
見
ヒ
ロ
さ
ん
。

う
が
、
会
員
誰
．
人
資
格
を
取
る
月
的

こ
の
琴
に
も
級
の
資
格
が
あ
る
と
い

俵
僑
小
学
校
学
芸
会
で
披
露
す
る
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
生
ま
れ
と
年
代

差
の
あ
る
な
か
で
、
皆
ん
な
の
息
が
ぴ

っ
た
り
と
合
わ
な
け
れ
ば
良
い
音
に
は

聞
こ
え
な
い
、
む
ず
か
し
い
而
も
あ
り

ま
す
が
、
地
域
婦
人
の
交
流
、
親
睦
作

り
と
練
習
に
励
む
お
母
さ
ん
た
ち
で
し

た
。
練
習
日
に
は
、
会
館
か
ら
心
の
こ

も
っ
た
美
し
い
琴
の
音
色
が
聞
こ
え
る

事
で
し
ょ
う
。

タ



主
催
者
を
代
表
し
進
藤
松
吉
根
室
管

内
町
村
会
会
長
（
中
標
津
町
長
）
が
、

「
根
室
の
酪
農
は
毎
年
の
乳
価
引
き
下

げ
、
牛
肉
の
輸
入
自
由
化
の
影
響
に
よ

る
所
得
の
大
幅
減
収
で
、
経
営
は
極
め

て
厳
し
い
状
態
に
置
か
れ
て
お
り
、
こ

の
大
会
で
一
丸
と
な
っ
て
崩
壊
阻
止
の

行
動
を
実
現
し
よ
う
」
と
団
結
を
呼
び

か
け
た
。
情
勢
報
告
で
青
田
昇
標
津
川

農
協
組
合
長
は
、
農
業
資
材
が
上
昇
し

て
い
る
半
面
、
保
証
乳
価
は
六
年
間
連 lllliliIliiiililIl1iilllilllliIilliiililiiiIiliiili 

根
室
管
内
住
民
大
会

‘ 



続
で
実
質
十
六
％
の
引
下
げ
で
、
経
営

の
持
続
が
胴
難
と
し
て
い
る
こ
と
、
加

え
て
牛
肉
自
由
化
に
伴
う
肉
牛
、
乳
牛

の
暴
落
か
ら
粗
収
入
の
三
○
％
を
占
め

る
個
体
収
入
が
激
減
し
、
こ
れ
も
経
営

祢
続
を
極
め
て
困
難
と
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
現
状
の
保
証
乳
価
で
経
営
を
持

続
で
き
る
管
内
酪
農
家
は
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
％

に
し
か
過
ぎ
な
い
と
い
う
状
況
下
て
、

離
農
も
加
速
し
て
お
り
、
地
域
経
済
、

地
域
社
会
の
崩
壊
に
も
つ
な
が
り
か
ね

な
い
と
討
え
、
さ
ら
に
佐
野
カ
ニ
別
海

⑦ 

さ
ら
に
佐
野
カ
ニ
別
海

町
長
は
一
‐
北
海
道
の

酪
農
を
守
る
町
村
長

会
議
は
①
例
外
な
き

関
税
化
絶
対
阻
止
②

平
成
四
年
度
保
証
価

格
の
引
き
上
げ
と
限

度
数
量
の
拡
大
③
将

来
展
望
で
き
る
新
た

な
農
業
政
策
の
確
立

を
国
に
提
案
し
、
・
ま

た
無
利
子
の
長
期
融

資
制
度
の
創
設
を
要

求
し
て
い
る
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

住
民
大
会
は
木
嶋

正
英
町
村
議
長
会
長

と
、
荒
井
順
一
羅
臼

町
農
協
組
合
長
を
議

長
に
選
出
、
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
地
域
の

経
済
と
生
活
を
守
る

た
め
▽
乳
製
品
、
で

根
室
地
区
農
協
青
年
部
連
絡
協
議
会
、

須
崎
剛
会
長
、
使
川
実
生
産
者
代
表
が

決
意
表
明
し
た
。

出
席
し
た
酪
農
民
は
「
牛
肉
の
輸
入

自
由
化
で
、
｜
｜
戸
当
り
一
一
一
○
○
万
も
収

入
減
に
な
る
打
撃
を
受
け
た
」
ヨ
ス
ト

の
低
減
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
も
う

限
界
で
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
」
な

ん
ぷ
ん
の
輸
入
自
由
化
を
断

固
阻
止
し
よ
う
▽
酪
農
崩
壊

阻
止
し
、
地
域
の
経
済
と
生

活
を
守
ろ
う
▽
国
民
の
健
康

を
守
る
た
め
、
食
料
の
自
給

率
を
高
め
よ
う
▽
加
工
原
料

乳
価
格
一
竈
。
当
り
八
円
の
値

上
げ
を
勝
ち
取
ろ
う
Ｉ
を
参

加
荷
全
員
の
拍
手
で
確
認
し

た
。続
い
て
、
根
室
地
区
酪
農

対
策
協
議
会
の
枳
穀
勝
久
、

坂
脇
昇
、
渡
辺
栄
顕
の
一
一
》
副

会
長
が
議
案
①
農
、
畜
産
物

輸
入
自
由
化
阻
止
に
関
す
る

決
議
②
根
室
管
内
慶
業
崩
壊

阻
止
に
関
す
る
決
議
③
入
会

決
議
実
行
方
策
に
関
す
る
決

議
を
説
明
。
参
加
者
全
員
の

拍
手
で
確
認
し
た
。
続
い
て

r、

ど
窮
状
を
述
べ
ら
れ
た
．

実
行
方
策
に
つ
い
て
は
、
参
加
団
体

が
決
議
に
基
づ
き
、
そ
の
実
行
と
要
請

事
項
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
全
道
、
全

国
段
階
へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
と
決
め
、

最
後
に
全
員
が
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で

運
動
の
成
功
を
誓
っ
た
。

摩グ



一
、
ス
ト
レ
ス
と
は

最
近
で
は
、
ス
ト
レ
ス
と
い
う
一
一
一
一
口
葉

が
一
般
に
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

人
は
ス
ト
レ
ス
の
た
め
に
胃
積
よ
う
に

な
っ
た
と
か
、
不
眠
症
に
な
っ
た
と
い

う
よ
う
に
実
は
、
そ
れ
と
同
じ
こ
と
が

牛
に
も
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
ス
ト
レ
ス
と
は
何
を
指

表－１ストレス要医

生理lib

要因
分娩泌乳

外部、

要因

酸素量の不ｈＬ湿気

乳
牛
と
ス
ト
レ
ス

一
北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所
一

暑さ極端な寒さ

痛み鱗き
峰
一
自
律
神
経
系
や
ホ
ル
モ
ン
分
秘

に
変
化
を
起
こ
し
、
体
の
機
能
の
乱
れ

を
引
き
起
こ
す
刺
激
」
と
い
う
こ
と
で

つ
ま
り
、
牛
が
不
快
と
感
じ
る
こ
と
全

て
が
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

二
、
ス
ト
レ
ス
の
要
因

ス
ト
レ
ス
を
起
こ
す
要
因
に
は
、
生

理
的
な
も
の
と
外
部
的
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
（
表
Ｉ
ニ

ア
、
生
理
的
要
間

牛
に
と
っ
て
、
分
娩
と
そ
れ
に
続
く

産
乳
は
鎧
も
大
き
な
ス
ト
レ
ス
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
酪
農
を
行
な
う
か
ぎ

り
、
こ
の
二
つ
を
な
く
す
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
し
た
か
っ
て
、
ど
れ
だ
け

牛
の
貫
扣
を
減
ら
せ
る
か
が
問
題
で
す
。

乾
い
た
清
潔
で
安
楽
な
場
所
で
分
娩
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

泌
乳
初
期
は
、
急
激
な
乳
量
の
増
加

に
乾
物
摂
取
量
が
追
い
つ
か
ず
痩
せ
て

す
の
で
し
ょ
う
か
。
ス
ト
レ
ス
の
定
義

伊窒、

牛
に
と
っ
て
快
適
な
祝
度
は
五
℃
～

十
面
℃
の
間
で
す
。
二
十
且
℃
を
超
え

る
と
乳
量
が
減
少
し
ま
す
。
送
風
フ
ァ

き
ま
す
．
体
重
の
減
少
が
大
き
い
ほ
ど

ス
ト
レ
ス
も
入
き
い
の
で
、
こ
れ
を
鮭

小
限
に
す
る
栄
養
管
理
が
必
要
で
す
。

ィ
、
外
部
的
要
因

高
秘
乳
牛
は
盛
ん
に
新
陳
代
謝
を
し

て
い
ま
す
。
牛
に
は
酸
素
が
必
要
で
す

が
、
換
気
の
悪
い
牛
舎
は
、
新
鮮
な
空

気
が
入
い
ら
ず
、
臭
気
、
ホ
コ
リ
、
湿

気
、
細
菌
が
充
満
し
て
い
ま
す
。
可
能

な
か
ぎ
り
窓
を
開
け
て
新
鮮
な
空
気
を

収
り
入
れ
ま
す
。
（
図
Ｉ
二

図１換気の必要性

F字､

換気十分 l與気なＬ

ン
の
使
用
や
、
庇
陰
樹
の
利
用
と
い
っ

た
暑
熱
対
策
が
必
要
で
す
。
一
方
、
寒

さ
に
は
強
い
の
で
す
が
、
す
き
間
風
が

直
接
当
た
る
よ
う
で
は
ス
ト
レ
ス
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
（
図
’
二
）

牛
を
驚
か
し
た
り
苦
痛
を
与
え
る
こ

と
は
、
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ス
ト
ー
ル
に
入
い
ら
な
い
か
ら

と
い
っ
て
、
棒
で
叩
い
た
り
怒
鳴
っ
た

り
す
る
こ
と
は
、
一
文
の
得
に
も
な
ら

な
い
ば
か
り
か
、
か
え
っ
て
損
失
を
だ

し
て
い
る
の
で
す
。

正
し
く
設
籏
さ
れ
て
い
な
い
カ
ウ
ト

レ
ー
ナ
ー
、
飛
節
の
ス
リ
傷
、
関
節
の

図１－２換気の効果(錐腰】

細
菌

臭
気

ほ
こ
り

呼
吸
・
飲
水
・
鑑
尿

か
ら
の
水
無
欠

牛
か
ら
の
教
“

が

/'二製織
要囚

分娩泌乳

外部ｆ１リ
要:刮

酸素量の不足、槻気

暑さ極端な寒さ

痛み驚き



ハ
レ
、
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
く
窮
屈
な
ス

ト
ー
ル
、
汚
れ
て
Ｉ
分
水
が
飲
め
な
い

ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ソ
プ
。
こ
れ
ら
の
こ
と

も
全
て
大
変
な
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
て
牛

に
負
担
を
与
え
て
い
ま
す
。
堆
木
的
に

は
人
が
牛
舎
に
入
い
っ
て
乍
快
に
感
化

る
こ
と
は
、
牛
に
と
っ
て
ス
ト
レ
ス
に

図－３ストレスと生産機構の関係
図－２乳牛の生産と気温

＿_」ストレス要Ｈｉｌｌ
柵度､湿度､風､光､音､掴みなど 7-〔腱蝋纈“

休批上ﾂｾﾞ、ゲLA}減少
乳蔽変化

IlC 

３ 
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跡

‘⑤町力
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’'１版

摂食
中枢

飲水
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脳｜､､飛体
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卵巣・精巣

↓ 

｢蕊一雨

■
。

ホルズタイン卵

幻揃鴇畷瞳
飼料・水の摂取 な

る
と
考
え
て
下
さ
い
’

三
、
ス
ト
レ
ス
の
作
用

ス
ト
レ
ス
が
生
産
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
、
同
１
三
に
示
し
ま
し
た
。

視
床
下
部
と
は
、
ホ
ル
モ
ン
分
泌
や

自
律
神
経
系
を
調
節
す
る
中
枢
で
あ
り
、

全
て
の
代
謝
活
動
や
繁
殖
は
、
ホ
ル
モ

与

代謝

』

、
／

； 

『

浜電

－〔 〆丸ヨーノー｢`iＩ

のgLjii減少

飼料ilffYIUl覗加

乳量･乳成分･増体

｣ﾑｰ〔

十
伽

レスヂイジ繩

の?LljtiImR； 〃

プロテヂイI９ＪＲ

ン
系
統
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
コ
ン
ト
ロ

１
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
、
ス
ト
レ

ス
が
あ
る
と
、
そ
の
刺
激
は
視
床
下
部

に
伝
達
さ
れ
て
、
ホ
ル
モ
ン
、
神
経
の

調
節
機
構
を
乱
し
て
し
ま
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
ス
ト
レ
ス
下
で
牛
を
飼
う
の
は
、

乾
物
摂
取
量
が
低
下
し
、
乳
堂
、
乳
成

分
、
増
体
、
そ
し
て
繁
殖
、
疾
病
に
ま

で
複
雑
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。

牛
の
身
に
な
っ
て
考
え
、
居
心
地
の

い
い
環
境
を
作
る
二
と
が
、
ま
ず
第
一

て
す
。

虎司

〆
、

共計でん粉平
成
三
年
産
共
計
で
ん
粉
の
販

売
状
況
は
、
｜
月
末
仮
配
分
、
累

計
一
袋
当
り
、
｜
、
○
’
五
円
（
前

年
Ⅲ
期
、
九
二
九
円
）
単
価
に
よ

る
、
進
度
率
は
、
’
○
九
・
一
一
一
％
と
．

順
調
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
価
格
は
産
地
倉
渡
し
、

．
「
、
○
二
Ｌ
円
～
’
’
一
、
’
一
七
五
円

（
前
年
同
期
一
一
一
、
’
七
打
Ｈ
１
三
、

二
七
五
円
）
、
東
京
倉
渡
し
、
三
、

’
一
二
五
円
～
］
一
一
、
四
五
○
円
（
’
’
一
、

川
○
○
円
～
三
、
川
七
五
円
）
と
砦

干
安
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
馬
鈴
し
ょ
で
ん
粉
と
、
競

合
す
る
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
は
、
「

九
Ⅱ
○
円
（
前
年
同
期
「
九
五

○
円
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｌ 

／ 

Ｌ 
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} 円で左 王’二おがお庁の

v、方
￣ 

つ２ ⅡU， =ひ且

１人で２階に行けない怖がりさん

で
大
変
」
と
一
一
一
一
口
い
な
が
ら
、
カ
ル
タ

を
読
む
優
し
い
お
母
ざ
ん
の
幸
恵
さ

ん
。
愛
矯
を
振
り
ま
い
て
斉
藤
さ
ん

ち
の
ア
イ
ド
ル
由
紀
ち
ゃ
ん
は
、
今

Ⅱ
も
一
日
家
中
賑
わ
せ
て
い
る
二
と

で
し
ょ
う
。
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。～二十日、弟子屈町ホテルニュー子宝を会場に開催されました。三》雛》》》
●
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■ 

元気が－杯

中
標
津
町
農
協
熟
年
会
（
鈴
木
吉
一
一
一
会
長
）
冬
期
研
修
会
が
二
月
十
八
日

＃ が

●」 Ｘ 
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鰯 轍

低
誤
嗣

:蝋￣ 

鰯 蕊べ
I 

咽
叩

蕊

【

鑿皿

戸

の
研
修
会
、
今
年
は
》
四
十
「
人
の

会
員
が
参
加
し
、
楽
し
い
一
一
泊
二
日
の

研
修
を
過
ご
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

の
柏
川
保
健
婦
を
講
師
に
、
健
康
管
理

研
修
会
を
開
催
鰺
「
寝
た
き
り
を
防
ぐ
半

活
」
を
テ
１
マ
に
、
寝
た
き
り
ゼ
ロ
へ

の
十
ケ
条
の
説
明
、
映
画
、
ゲ
ー
ム
な

ど
交
え
、
二
時
間
の
研
修
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

夜
の
部
は
、
宴
会
と
芸
能
発
表
大
会
、

こ
の
日
の
た
め
に
日
夜
練
習
を
重
ね
た

各
地
便
か
ら
三
組
の
代
表
が
出
減
し
、

歌
、
舞
踊
、
ダ
ン
ス
と
衣
装
も
縦
っ
て

鐸

jrlij 
-● 

；ずjｊｉ

M1iiil E已司

Ｂ
 

誼
牟
田

雲霞警霧i:冠Ｍ’

の
発
表
で
、
会
場
を
賑
わ
し
ま
し
た
．

二
日
目
は
、
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
大
会
、

釧
路
観
音
様
見
学
、
川
場
芝
居
見
物
と
、

そ
れ
ぞ
れ
会
員
の
好
き
な
ジ
ャ
ン
ル
に

別
れ
参
加
し
ま
し
た
。

昼
の
研
修
疲
れ
で
夜
の
自
由
参
加
に

よ
る
芸
能
発
表
は
、
少
な
い
の
か
と
思

っ
て
い
た
所
、
何
と
、
宴
会
が
始
ま
る

前
か
ら
各
部
屋
で
は
発
表
用
の
衣
装
が

え
、
会
場
の
テ
ー
プ
デ
ッ
キ
に
は
十
本

以
化
の
テ
ー
プ
が
並
ぶ
盛
況
ぶ
り
、
何

と
元
気
の
良
い
事
。
司
会
の
士
井
上
さ

ん
も
テ
ン
テ
コ
マ
イ
と
い
っ
た
感
じ
で

し
た
。

予
定
さ
れ
た
全
日
程
を
終
了
し
、
二

十
日
は
全
員
無
事
に
ホ
テ
ル
を
午
前
１

時
に
Ⅲ
発
し
帰
宅
し
ま
し
た
。

， 
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多田会長の挨拶によりパーティーのスタート

Jk,頚jlji;;三i瀞蕊≦
ＩＦ雪、

ふれあいパー河一
俵橋ふる里の会ふれあいパーティーが、２月１０日俵橋

小学校体育館で開催されました。
猛～お代心ニラfL5n0吟lでは扁弓れない三

こ
の
会
は
、
俵
橋
地
域
の
交
流
と
地

域
活
性
化
を
口
指
し
た
み
ん
な
の
会
、

今
年
で
二
年
目
を
迎
え
ミ
ニ
バ
レ
ー
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
、
フ
ィ
ー
ル
ド
卓

球
、
盆
踊
り
大
会
な
ど
地
域
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
回
は
「
年
に
．
度
の
生
き
生
き
伸

び
伸
び
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
」
と
題
し
、

大
人
か
ら
子
供
ま
で
家
族
全
員
で
集
ｈ

交
流
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
ま
た
、
地

域
の
活
性
化
は
若
い
青
年
後
継
者
が
Ｉ

心
と
な
り
、
取
り
進
め
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
、
「
若
い
農
業
後
継
者
を

励
ま
す
会
」
と
し
て
も
行
な
わ
れ
、
地

域
に
帰
っ
て
き
た
几
人
の
独
身
後
継
着

に
、
ふ
る
里
を
愛
し
、
二
１
｜
世
紀
に

向
け
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
は
ば

た
い
て
ほ
し
い
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

そ
の
ほ
か
の
催
し
と
し
て
、
中
標
津

手
品
サ
ー
ク
ル
か
ら
の
手
品
シ
ョ
ウ
や

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
リ

サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
オ
１
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
酒
も
手
伝
っ

て
か
、
予
想
よ
り
も
お
金
が
集
ま
っ
た

よ
う
で
す
？
ま
た
、
青
年
部
が
行
な
っ

た
お
で
ん
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
わ
た

IF,ﾛ、

[ﾉWw7C八鋳聲瀞

一七■
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あ
め
販
売
も
好
評
で
、
会
の
終
了
前

に
は
売
り
切
れ
と
人
盛
況
。
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
の

パ
ー
テ
ィ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

１１ 

ｂ
尚
Ⅳ

■■ 

悪

霞罰
： 

▽』『ｌ
ｑ
Ｄ
Ⅲ
 馨 鋼
翻

▽
Ｉ
 

脾
爵
、 鱸｛

■
Ｉ
 

h 

Ⅲ
 周

熟識ii1i 秒
Ⅱ
語
い

戸

二

iii蕊鑿豊

〆,夕



鶴亀③②
ｽﾎﾟｰﾂ大会

俣
落
冬
期
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
二
月
十
五
日
簿
俣

落
小
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

戸二

それ引け､やれ引け､人間ばん馬､子供をおとさない様【二

事
．
今
年
は
、
俣
落
開
蕊
七
十
五
年
、

小
学
校
開
校
七
１
年
、
小
学
校
開
校
川

十
五
年
に
あ
た
る
た
め
、
一
一
の
開
基
、

開
校
に
あ
わ
せ
地
域
全
休
で
記
念
協
賛

会
が
設
立
さ
れ
、
今
凹
の
冬
期
ス
ポ
ー

ツ
入
会
を
皮
切
り
に
、
各
行
事
に
こ
の

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
俣
落
小

学
校
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の
人
た

と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

開
基
、
開
校
記
念

協
賛
会
を
設
立

－q 

戸｡

Ｉ 

会
で
取
り
組
ん
で
行
く
事
に
な
っ
た
。

大
会
は
生
徒
を
代
表
し
て
新
井
由
美

子
さ
ん
の
選
手
宣
誓
で
始
ま
り
、
そ
れ

ぞ
れ
紅
白
に
分
か
れ
て
の
対
抗
戦
が
行

な
わ
れ
、
宝
き
が
し
、
人
間
ば
ん
鳩
、

綱
引
き
な
ど
、
子
供
た
ち
と
父
母
が
一

ダダ



営農計画書は､その年の組合員農協事業の基本害です。

単位:一千lIj

収 入

３年計画 ３年実積 ４年計画 堵 減

牛 乳 5,465,953 5,554,231 5,989,548 435,317 

補給金 564,598 599,53］ 621,132 △２１．６０１ 

小計 6,030,55： 6,175,363 6,589,079 413,716 

乳用牛 838,991 445,954 698,757 252.803 

肉用牛 525895 272,088 371.52］ 99.433 岸=凡

その他畜産物 9,087 1,195 18,079 16,884 

,個体販売計 1,373,473 719,237 369.l2C 1,088,357 

家畜共済金 159.275 334,939 183,635 183,635△151.304 

農業雑収入 80,167 149,758 89,536 △６０，２２２ 

畜産物計 7,643.47Ｃ 7,379,297 7,950,607 57Ｌ３１Ｃ 

馬鈴薯 540,875 586,987 △２９．８１３ 557,174 

てん菜 182,495 211544 184,482 △27.062 

その他農産物 28,353 15,384 22,094 22,094 6,7m 

農産収入計 751,728 8１３，９１５ 763,7501△50.165 

農業収入計 8.395,193 8,714,357 8,193,212 52Ｌｌ４Ｅ 

憩可、
資金借入 20,381 4.895 lq37C 5.475 

資金毫入 199,965 262,608 209,020 △53,588 

その他 28,618 71,822 47,026 △24,796 

合

計

8,644,157 8,532,537 8,980,773 448,236 

～～～ 総収入合計 総支出 、収支｡過不足 平成３年ｌ平成４年
千円

8.644.157 
Il工 :ロ

3年計画
83.496ｔ 8．６４３０３７ △ａ８８Ｃ 76.804t 乳量

子円

4年計画’8.980.773
千J1１ HＰ 

[7.002 ａ９６３，７７Ｃ てん菜249ｈｃｌ２Ｒ３２ｈ‘2Ｒ３－２ｈＥ 249A□ 

Q１－Ｒｈｂ ７９.’九。

鴎
鈴
Ｌ
上

~、|農業収入
3年計画'8.395ﾕ９３

千円

柿 千
農業経営費 農業所得所得率

１１口
i殿原 R39FiOItD 1Ｆ 

Ｔｍ３６兜3.024.219 803-4 5,370,974 

千Ｆ

４年計画8.714.357 3,572頭
ＩＩＴ 

3D7L885Tw11 3.476噸乳用牛352％ 5．６４２４７２ 

ＴｌＬ 

３年実積8.193.212
千Ｆ

2.533,140噸 5.598顕３０－９％ 5.034頭肉用牛5.66ｑＯ７２ 

グ２

収入

３年計画 ３年実績 ４年言'・画 増減

且二 乳 5,465,953 5,554,231 5,989,548 435,317 

補給金 564,598 621,132 599,531 △21,601 

小計 6,030,55ｺ． 6,二75,363 6,589,079 413,716 

乳用牛 838,991 445,954 698,757 252,803 

肉用牛 525,395 272,088 371,521 99,433 

その他畜産物 9､087 1,二9５ ﾕ8,079 16,884 

個体販売言’ 1,373,473 719,237 1,088,357 369,120 

家畜共済金 159,279 334,939 ﾕ83,635 △151.304 

農業雑収入 80,167 149,758 89,536 △６０，２２２ 

畜産物計 7,643,470 7,379↑297 7,950,607 571,310 

電鈴薯 540,875 586,987 557,ﾕ7４ △２９，８ｺ３ 

てん菜 ﾕ82,495 211,544 184,482 △27,062 

その他農産物 28,353 ﾕ5,384 22,094 6,71Ｃ 

農産収入計 751,723 8ﾕ３，()二５ 763,750 △50,165 

農業収入計 8,395,193 8,193,212 8,714,357 521,二4５

資金倦入 ,381 4,895 ﾕ0,370 5,475 

資金受入 ﾕ99,965 262,608 209,020 △53,588 

その他 ,６１８ 71,822 47,026 △24,796 

合計 8,644,157 8,532,537 8,980,773 448,236 

～～～ 総収入合計

３年計画
千iｑ

8,644,157 

４年計画
=ﾃIｑ 

8,980p773 

総文ｉｉ｝

8,648,037 
「l工

千J'１

8,963,770 

収文｡過不足

△3,880 
Fi:； 

17,003 

■~I］ 
■U■ 

平成３年 平成４年

乳量 76,804 83,496 

てん菜 249A（ 253-2 
ｈ【

馬鈴』よ
種子

i殿原

91.5/iｔ 

839.50h［ 

79.1 
hＧ 

803.4 

l1p 

乳用牛 3,476m ３，５７２ 
扉

肉泪牛 5,034頭 5,598 
酸

~、 農業収入

3年計画
〒,円

8,395,193 

４年計画
千円

8,714,357 

３蕊実積
FlL 

8,193､２１２ 

農業経営費

5,370,974 
ＦＰ１ 

(几6[12,472

T,画

5,660,072 
千円

農業所得 所得率

3,024,219 
千m

３６％ 

3,071.885 
Ｔ円

3５．２ 

2､533,140 
癖、

３０．９７ｃ 



/画"総／営 農"計／計計 総/画ノ/画ノ/画ノ平成４年

出支

減減３年実積 ４年計画 蝋蝋Ｆ１年計画

83.717 88.813 5.096 賃 93,909 労

668,349 654,933 662.850 5,49Ｇ 科，il間

348,762 394,390 379.724 △１４，６６６ 生産資材

84后325.926 33493Ｇ 八水道光熱 335.784 

L73L242 1.850.528 1,875,699 科 25J７１ 飼 βで＝

養畜贄 278,458 285,074 6,616 269.805 

86,111 74,719 80,225 ５５０６ 素畜費

285,476 282.033 △3.443 農業共済 281.206 281.206 

524,739 5２３０８４ 1．６５５ 505359 賃料料金

269.1]５ 295,148 △26.033 ,惨理費 253,840 

5,072 365,777 360.705 352,778 租税諸負担

346642 355,052 △８，４１〔支払利息 335,563 

141,343 △１８，８１８ 160,161 l3L54C その他経営費

△１７:600 5,660,072 5,370,974 5,642,472 農業支出計

Ｌ424.554 1,387,363 家計菅 Ｌ374227 △３７，１９１ 

6.745.201 7,084,626 7,029,8351△54,791 経営費十家計費

779,074 791,441 185,937 605,504 寳金返済
DP雨打

864.205 △１９，５０６ 816.102 883.71］ 貯金共済

134,424 167.983 100,682 △67,301 農業機械

284,768 △107,16］ 177607 その他 173,235 

8,963,770△62,822 9.026.592 

’
 

一
一
》
一
、 8,648,037 合

fFF2~fLIヨ 山林原野･その他永年草地畑地総所有地 改良草地

2,739.24h‘ 1,625.30hｏ 3.118.70hＯ 8,783.56hｕ 16,266.80“ ３年

L278l0l1ol2､66534h゜9,132.07h画’3,168.30伽。16,243,81hロ４年

騒ぐと目 １２ケ月以下’１３ケ月～24ケ月２５ケ月以上乳牛総頭数

12678頭5.407頭4,653頭22,738頭３年

13,533節5,225頭4,819頭23.577IHI ４年

え’

￣ 

支出

３年計画 ３年実積 ４'１帛計両 増減

労賃 93,909 8ａ７ﾕ７ 88,8ﾕ３ 5,096 

IFl料・ 654.933 662,850 668,349 5’499 

生産資材 348,762 394,390 379,724 △Ｌ4,666 

水道光 325,926 335,784 334,939 △８４５ 

飼料 ﾕ,73ﾕ,242 1,850,528 二゜875,699 25.ﾕ7１ 

養畜贄 269,8()５ 278,458 285’074 6,6弓６

素畜賛 86,二lユ 74,719 80,225 5,506 

農業共済 281,206 285,476 282,033 △３’443 

賃料料金 505,359 523,084 524,739 １，６５５ 

修理賛 253,840 295,148 269,115 △26,033 

租税諸負担 352,778 36(>,705 365,777 5,072 

文払利息 335,563 355,052 346,642 △8,410 

その他経営費 131,540 160,ﾕ6１ ﾕ41,343 △１８，８ﾕ８ 

農業支出計 5,370,974 5,660,072 5↑642,472 △ユ７;60(）

家計費 1,374,227 二,424,554 1,387,363 △37,191 

経営費十家計費 6,745,20二 7,084,626 7,029,835 △54,79ユ

資金返済 779,074 605,504 79ﾕ,441 ﾕ85,937 

貯金共済 816,ﾕ0３ 883,71二 864,205 △二9,506

農業機械 ﾕ34,424 L67,983 100,682 △67,301 

その他 173,235 284,768 177,607 △107,ﾕ6１ 

合計 8,648,037 9,026,592 8,963,770 △62,822 

総所有地 改良草地 永イ,を草地 畑地 [１１林原野･その他

３年 16,266.80 
ｌｌｑ 

8,783.56 
hｄ 

3,118.70 
ﾊロ

ﾕ,625.30 
h□ 

2,739.24 
ﾊロ

４年 二6,243,81

Ｐ 

ｈｐ 

９，１３２．０７ 
h□ 

3,ﾕ68.30 
hｄ 

1,278.ｴ０ 
J1口

2,665.34 
hｄ 

乳牛総頭数 １２ケ月以下 13ケjRj～24ケ月 ２５ケ月以上

３年 22,738頭 4,653 
頭

5,407 
頭

12,678 
頭

４鐘 23,577 
nＮ 

4,8ﾕ９ 
頭

5,225 
頭

13,533 
頭
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かま（らの中は居心地満点､ 

こ
の
ま
つ
り
は
第
二
俣
落
青
年
会
、

西
竹
青
年
会
が
中
心
と
な
り
地
域
間
交

流
の
日
的
で
開
催
し
た
も
の
。

町
竹
地
区
は
、
中
標
津
地
区
と
計
根

別
地
区
の
中
間
地
域
で
、
そ
の
中
に
西

竹
小
中
学
校
が
あ
る
。
学
校
行
事
で
は

お
互
い
交
流
を
持
つ
が
、
今
回
の
様
な

地
域
全
体
で
の
冬
ま
つ
り
は
初
の
試
み
〈

会
場
に
は
一
一
一
Ｈ
年
部
員
や
生
徒
、
父
母

が
製
作
し
た
大
小
の
雪
像
が
な
ら
び
、

ま
つ
り
雰
囲
気
は
満
点
。

午
前
十
時
三
レ
ー
一
分
、
開
会
式
の
あ
と

ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
の
試
乗
会
、
中
学
生
の

雲
中
サ
ッ
カ
ー
、
青
年
の
地
区
対
抗
雲

中
サ
ッ
カ
ー
や
雪
合
戦
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
雪
巾
サ
ッ
カ
１
で
は
、
日
頃
雲

の
上
な
ど
走
っ
た
事
の
な
い
青
年
部
員
、

思
っ
た
様
に
足
は
動
か
ず
、
す
べ
っ
て

転
ん
で
ポ
ー
ル
の
空
振
り
と
、
見
物
し

て
て
も
楽
し
い
も
の
（
や
っ
て
る
方
は

大
変
な
の
か
も
？
）
で
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
で
お
腹
を
す
か
し
た
後
は
、

お
母
さ
ん
た
ち
の
作
っ
た
あ
っ
た
か
い

ぶ
た
汁
や
お
ま
ん
じ
ゅ
う
、
甘
酒
に
舌

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
を
つ
な
い
だ
冬
ま
つ
り

皿
西
竹
冬
ま
つ
り
が
、
西
竹
小
中
学
校
向
い
特
設
会
場
で
、
二
月
二
十
一
一
一
日

Ｐ
 

Ｆ､ 

鼓
を
打
ち
、
ま
つ
り
ム
ー
ド
は
絶
好
調
。

初
の
試
み
と
は
い
え
、
み
ん
な
が
協

力
し
て
大
成
功
の
冬
ま
つ
り
と
な
り
ま

し
た
。

鰄
鵜
γ
『

一
ｋ
１

「
Ｄ
ご

Ｂ
と

青年会が参加の雪中サッカー
気はあせるが足がついていかない コンパクトベールを利用した雪含､戦

グ苧
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蟻しし ､ 

や
、
小
糠
龍
町
内
の
人
も
多
く
昨
年
を

上
回
る
何
人
以
上
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。冬
の
ス
ポ
ー
ツ
で
一
番
人
気
は
、
何

と
い
っ
て
も
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
。
試
乗
会

で
は
子
供
た
ち
が
長
い
列
を
作
っ
て
の

順
需
待
ち
。
ま
た
、
四
輪
バ
イ
ク
や
ソ

リ
滑
り
で
も
沢
山
の
子
供
た
ち
が
遊
ん

で
い
ま
し
た
。

昼
食
に
は
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
や
ぶ
た
汁
、

チ
ー
ズ
オ
ン
ポ
テ
ト
に
肉
饅
と
、
こ
れ

巾
標
箙
地
区
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
二
月
一
十
一
「
日
、
協
和
・
林
牧
場

特
設
会
場
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
中
標
津

地
区
の
青
年
部
員
が
中
心
と
な
り
、
雪

を
利
用
し
て
楽
し
く
み
ん
な
で
遊
び
、

地
域
交
流
を
と
昨
年
に
続
き
二
凹
目
の

開
催
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
参
加
人
数
も
、

チ
ラ
シ
や
前
売
券
で
の
Ｐ
Ｒ
効
果
の
せ

い
か
遠
く
は
蛎
広
、
釧
路
か
ら
来
た
人

鮭．可

ま
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
。
腹
ご
し
ら
え

を
し
た
後
は
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
や
、
雪

化
ｒ
供
カ
ル
タ
入
会
、
宝
探
し
な
ど
の

楽
し
い
ゲ
ー
ム
、
大
人
に
よ
る
ス
ノ
ー

モ
ヒ
ル
タ
ィ
ム
ト
ラ
ィ
ア
ル
が
行
な
わ

れ
、
楽
し
い
日
曜
の
一
Ｈ
と
な
り
ま
し
た
。

可

１
１
１
 

１
 

饒一圭一■蕊
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め
て
の
試
み
と
あ
句
て
心
配
し
ま
し
た

が
、
お
客
様
の
評
判
ば
く
リ
ー
グ
と
の

蝋
で
ひ
と
安
心
。
牛
巾
、
プ
ラ
イ
ド
讃

テ
ト
、
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
も
大
好
評
で
、

前
夜
祭
の
花
火
が
終
わ
る
頃
に
は
完
売

の
状
態
で
、
本
ま
つ
り
に
売
る
凧
物
が

な
い
と
心
配
す
る
ほ
ど
の
大
盛
況
。

２
日
目
の
本
ま
つ
り
は
婦
人
部
味
自

慢
料
理
が
登
場
。
ザ
ン
ギ
、
フ
ァ
ニ
ー

ポ
テ
ー
、
竿
間
了
の
フ
リ
ッ
タ
ー
、
Ⅱ

酒
、
コ
コ
ア
と
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
に
販

売
。
特
に
フ
ァ
ニ
ー
ポ
テ
ト
、
フ
リ
ッ

タ
ー
は
小
さ
い
子
供
た
ち
に
大
受
け
で

長
い
列
を
作
っ
て
順
番
を
待
つ
一
幕
も

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
青
年
部
は
今
年
初
め
て
未
川
し

た
、
川
崎
ツ
ア
ー
客
三
十
六
人
の
昼
食

対
応
に
も
参
加
。
用
意
し
た
メ
ニ
ュ
ー

は
、
牛
肉
ス
テ
１
キ
、
貝
つ
き
ホ
タ
テ
、

開
き
ホ
ッ
ケ
、
チ
ー
ズ
オ
ン
ポ
テ
ト
、

ワ
ァ
ニ
ー
ポ
テ
ト
、
７
リ
ッ
タ
ー
、
お

第
十
七
回
な
か
し
く
つ
冬
ま
つ
り
が
二
月
八
日
～
九
日
、
中
標
津
町
丸
山
公
園

多
目
的
広
場
で
開
催
さ
れ
、
牛
肉
、
牛
乳
、
乳
製
品
消
費
拡
大
の
目
的
で
、
農
協

青
年
部
、
婦
人
部
が
出
店
参
加
し
ま
し
た
。

前
夜
祭
は
二
月
で
も
一
番
し
ば
れ
る
に
ぎ
り
、
そ
れ
に
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
と
▽

な
Ｉ
と
思
わ
せ
る
寒
さ
の
中
、
青
年
部
イ
ン
、
ビ
ー
ル
を
付
け
て
の
火
サ
ー
ビ

は
部
員
で
考
案
し
た
炭
焼
き
オ
ー
ブ
ン
ス
。
ツ
ア
ー
客
か
ら
「
お
い
し
い
、
お

で
、
チ
ー
ズ
オ
ン
ポ
テ
ト
を
販
売
．
初
い
し
い
」
の
声
を
い
た
だ
き
満
足
し
て

め
て
の
試
み
と
あ
っ
て
心
配
し
ま
し
た
い
た
だ
け
た
様
で
し
た
。

が
、
お
客
様
の
評
判
ば
く
リ
ー
グ
と
の
出
店
準
備
。
販
売
と
大
忙
し
の
二
円

蝦
で
ひ
と
安
心
。
牛
巾
、
プ
ラ
イ
ド
讃
間
で
し
た
が
、
両
部
売
上
げ
も
ｋ
々
で

テ
ト
、
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
も
大
呼
坪
で
、
ホ
リ
ト
息
つ
く
冬
ま
つ
り
で
し
た
。

I￣ヘ
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開
催
Ⅱ
日
二
Ｎ
七
日

開
催
場
所
農
協
Ｗ
会
議
室

〈
議
案
〉

｜
、
組
合
員
規
僅
の
一
部
改
定
に
つ
い

て
。

二
、
福
利
厚
生
規
程
の
一
部
改
定
に
つ

い
て
。

三
、
龍
乳
生
産
確
保
対
策
事
業
資
金
と

債
権
保
全
に
つ
い
て
。

四
、
貸
付
金
利
率
の
改
定
に
つ
い
て
。

且
、
平
成
二
年
度
、
組
勘
精
算
残
の
貸

付
に
つ
い
て
。

六
、
平
成
二
年
度
、
各
種
制
度
資
金
の

借
入
巾
込
に
つ
い
て
。

七
、
畑
作
地
力
維
持
有
畜
貸
付
事
業
の

利
子
補
給
に
つ
い
て
。

一
八
、
家
畜
改
良
課
所
属
東
輔
リ
ー
ス
満

了
に
伴
う
新
規
リ
ー
ス
に
つ
い
て
。

九
、
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
に
つ
い

て
。

卜
、
外
部
出
資
に
つ
い
て
。

十
．
、
全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
〈
ｍ
会

の
会
員
加
入
に
つ
い
て
。

瞳
筐
陰の
瞳
饅

第
十
回
理
事
会

審
議
さ
れ
決
ま
り
ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

「
地
区
別
懇
談
会
の
開
催
と
議
題
に

つ
い
て
。

二
、
抗
性
物
質
の
汚
染
原
料
乳
損
害
賠

償
保
険
に
つ
い
て
。

〈
報
告
事
項
〉

｜
、
定
例
自
治
監
査
の
監
査
報
告
に
つ

い
て
。

二
、
酪
農
情
勢
と
止
乳
生
産
状
況
に
つ

い
一
ｈ
Ｃ

ｌ
ｌ
ｌ
、
根
釧
合
同
農
協
役
員
研
修
に
つ
い

て
。

川
、
平
成
一
一
一
年
１
．
一
月
末
の
事
業
概
要

に
つ
い
て
。

上
、
貯
金
利
率
の
改
定
に
つ
い
て
．

六
、
伺
報
無
線
の
廃
止
に
つ
い
て
。

七
．
平
成
四
年
産
、
地
区
別
畑
作
物
作

付
指
標
而
積
に
つ
い
て
。

八
、
職
員
の
退
職
に
つ
い
て
。

几
、
平
成
四
年
度
の
免
税
軽
油
取
扱
い

方
法
の
変
更
に
つ
い
て
。

十
、
馬
鈴
し
ょ
振
興
会
と
農
協
役
員
の

意
見
交
換
に
つ
い
て
。

十
『
乳
牛
改
良
同
志
会
の
役
員
改
選

結
果
に
つ
い
て
。

〈
退
職
の
お
知
ら
せ
〉

開
発
振
興
課
埜
盤
整
備
係

鳥
羽
ま
ゆ
み
一
月
三
十
一
日
付

《，

腱
協
全
役
職
員
が
参
加
し
て
、
み
ん
な

の
英
知
を
結
集
し
仕
事
の
進
め
方
や
、

業
務
の
改
善
を
図
っ
て
い
こ
う
と
す
る

職
場
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
自
主
管
理
活
動

で
す
。

今
年
で
四
回
目
を
迎
え
る
発
表
大
会

は
、
発
足
当
初
か
ら
み
る
と
活
動
内
容

も
一
段
と
充
実
し
、
そ
れ
ぞ
れ
扣
当
業

務
の
効
率
化
や
業
務
実
績
の
向
上
と
活

中
標
津
町
農
協
小
集
団
活
動
の
発
表

大
会
が
、
二
Ｈ
二
十
‐
ハ
日
農
協
大
会
議

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
小
集
団
活
動
は
、
多
様
化
す
る

組
合
員
ニ
ー
ズ
や
、
農
協
業
務
の
複
雑

化
、
高
度
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

大
き
な
活
動
成
果

〆ｳﾞﾏﾊ

し

動
成
果
も
人
き
く
、
発
表
に
つ
い
て
も

Ｏ
Ｈ
Ｐ
、
ス
ラ
イ
ド
、
グ
ラ
フ
な
ど
を

使
い
内
容
、
成
果
が
》
目
で
わ
か
る
様

に
趣
向
を
こ
ら
し
た
発
表
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
絃
優
秀
賞
に
輝
い
た
管
理
電

算
課
の
「
パ
ー
ン
フ
レ
ン
ズ
」
で
は
、

昨
年
導
入
さ
れ
た
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
操
作
を
、

組
合
員
さ
ん
に
早
く
マ
ス
タ
Ｉ
し
て
も

ら
お
う
と
ク
イ
ズ
を
実
施
。
結
果
回
答

率
が
六
○
％
以
上
と
高
評
価
を
得
ま
し

た
。
ま
た
優
秀
賞
に
は
生
活
店
舗
課
の

「
ザ
・
大
奥
」
が
入
賞
。
資
源
の
再
利

用
、
環
境
保
護
を
テ
ー
マ
に
買
物
袋
の

再
利
用
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ッ
ク
の
ム
ダ

使
い
を
少
な
く
す
る
こ
と
や
、
牛
乳
パ

ッ
ク
の
回
収
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
特

に
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
で
は
、
全
道
の

中
で
も
第
三
位
の
回
収
枚
数
と
人
き
な

成
果
を
ｋ
げ
て
い
ま
す
。

今
後
も
小
集
団
活
動
は
継
続
し
て
行

な
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
農
協
の

事
業
活
動
に
結
び
つ
き
、
機
能
を
高
め

総
合
力
を
発
揮
し
て
行
く
様
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

第
四
回

小
集
団
活
動
発
表
大
会

ダフ
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』 望ヒゼユ1J凹面員 h5菖屈房
￣、

根
室
管
内
の
川
お
こ
し
、
地
域
づ
く

ま
も
与
症
ｕ
〈
ｈ
射
ち
一
い

り
懇
談
会
「
故
郷
惚
衆
の
結
」
か
一
一
月

一
一
十
二
Ｒ
、
ニ
ー
ー
’
一
一
日
の
一
日
間
、
中
‐

標
津
町
ト
ー
ョ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
一
市
川
町
か
ら
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
、
行
政
職
員
な
ど
約
百
人
が
集

い
、
意
兄
交
流
を
行
な
い
ま
し
た
．

二
十
二
Ⅱ
夜
の
鎚
調
講
演
で
は
、
道

青
少
年
指
導
員
の
岩
旧
宏
．
氏
を
講
師

に
、
「
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
と
Ⅲ
際

交
流
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
ｕ
本
経
済
、

文
化
、
そ
し
て
化
学
と
、
ど
ん
ど
ん
先

に
行
っ
て
子
供
の
心
が
置
か
れ
て
い
る
。

世
界
を
広
く
見
る
目
、
耳
、
地
に
着
い

た
足
と
心
を
養
う

●
 

汀
‐
〃
‐
川
弔
Ｚ

ｌ鐸、

欄１ が
脚

一

藤,``ｍＩｉｌ蝿M諭蛎
崎実行委員長の挨拶

要
、
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
「
北

方
四
島
と
の
交
流
の
在
り
方
と
今
後
」

な
ど
川
っ
の
テ
ー
マ
を
性
に
分
科
会
ご

と
に
、
活
発
な
論
議
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
は
自
主
交
流
会
（
夜
な
べ

談
義
）
が
行
な
わ
れ
、
明
け
方
ま
で
話

し
が
尽
き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

、
一
十
二
日
朝
は
、
分
科
全
ご
と
の
集

約
発
表
を
行
な
い
、
全
体
討
議
で
閉
会

し
ま
し
た
。

１ 
月.－－－弘１Ｍ 

k鰯瀞抗

'五
７＄ 

鞠
『■

。灘１１
刀結』！ 蕊

篝(鍵 瀞
Ⅱ
！
…
Ⅱ

ｆ 

蟻
ｒョ

凸鑓
：
曇
遜

禽
・
’
認
識

雪ｐ国１．議鏑

浄
興
Ｉ
 

、

調孟鷺満 I二間}きHjRろL参加謡

農
協
で
は
、
毎
年
満
七
十
立
歳
以

上
の
組
件
員
と
、
同
居
老
人
へ
敬
老

給
付
金
を
給
付
し
て
お
り
ま
す
が
、

新
た
に
（
人
正
六
年
一
一
一
Ⅱ
三
十
一
日

迄
に
生
ま
れ
た
方
）
ヒ
ト
止
歳
に
な

ら
れ
ま
し
た
方
は
、
二
Ⅱ
’
一
十
日
迄

農
協
管
理
電
算
課
へ
健
康
保
険
証
と

印
鑑
を
持
参
（
代
埋
人
で
も
良
こ

し
て
、
給
付
Ⅲ
請
を
し
て
下
さ
い
。

敬
老
給
付
金

恋

給
付
申
請
の
お
知
ら
せ



仕
事
、
洗
剤
や
殺
菌
剤
の
使
川
、
偏
一
》

た
食
事
だ
け
で
な
く
農
作
業
で
も
水
や

洗
剤
を
使
う
の
で
、
ハ
ン
ド
ヶ
ア
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

手
荒
れ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

て
の
ひ
ら

掌
の
皮
膚
に
は
、
厚
く
角
質
細
胞
が

積
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
皮
脂
を

補
給
す
る
皮
脂
腺
が
あ
り
ま
せ
ん
。
水

仕
事
で
失
っ
た
皮
脂
を
補
給
し
な
い
と
、

皮
膚
が
乾
燥
し
て
カ
サ
カ
サ
に
な
り
、

角
質
細
胞
が
薄
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
が

「
手
荒
れ
」
と
い
う
状
態
で
す
。

次
に
、
角
質
細
胞
が
薄
く
な
っ
た
手

声やよ(こま手
手が家るよす荒冬
荒よ事かるねれは
れくがゆ癖。が特

暮
色
Ｉ
の

刺
激
物
の
う
ち
、
ク
ロ
ム
や
一
ラ
ヶ
ル

な
ど
の
金
属
、
医
薬
品
や
化
粧
品
、
ゴ

ム
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
は
ア
レ
ル
ゲ

ン
（
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
肉
と
な
る
物
質
）

と
な
り
、
手
荒
れ
で
傷
つ
い
た
皮
膚
か

ら
体
内
に
侵
入
し
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反

応
を
示
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
券

か
ぶ
れ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
、
す
な
わ
ち
「
接

触
ア
レ
ル
ギ
ー
」
と
い
い
一
度
成
立

し
て
し
ま
う
と
、
手
に
付
着
す
る
ご

く
微
量
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
も
反
応
し
、

す
ぐ
湿
疹
の
症
状
（
紅
斑
・
水
痘
・
か

ゆ
み
｝
を
発
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

に
と
っ
て
、
触
れ
る
も
の
す
べ
て
が
刺

激
と
な
り
、
紅
斑
や
水
瓶
、
か
ゆ
み
を

ノー､1

症
状
が
悪
化
す
る
と
、
グ
ロ
ー
ブ
の
よ

う
な
手
と
な
り
、
爪
が
変
形
し
、
手
を

使
う
仕
事
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

一一ニニリロ

悪
化
す
る
前
に
治
療
を

手
の
症
状
に
よ
り
祷
療
法
が
異
な
る

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
別
に
示
す
と

●
手
荒
れ
の
段
階

ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
皮
膚
保
護

刑
を
、
水
仕
事
の
あ
と
必
ず
塗
り
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
皮
脂
と
角
質
細
胞
の
脱

落
を
予
防
す
る
た
め
、
水
仕
事
の
と
き

に
手
袋
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
手
術
用

や
実
験
用
の
薄
い
手
袋
な
ら
作
業
も
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
使
用
後
は
手
袋
の

内
外
を
よ
く
洗
っ
て
、
内
側
も
よ
く
乾

燥
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
湿
疹
の
段
階

軽
症
の
場
合
は
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
で

も
押
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
副
賢

皮
質
ホ
ル
モ
ン
を
含
む
塗
り
薬
を
使
い

ま
す
。
｜
度
、
皮
膚
科
専
門
医
の
診
断

と
治
療
を
受
け
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
．

治
療
と
並
行
し
て
手
袋
の
使
川
も
忘
れ

な
い
で
下
さ
い
。

●
接
触
ア
レ
ル
ギ
ー
の
段
階

専
門
医
に
よ
る
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
と
い

う
検
査
を
受
け
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
発
見

佇三肘

し
、
そ
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
・
を
含
む
品
物
を

遠
ざ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
皮
膚
科

専
門
医
の
指
示
に
従
い
、
根
気
強
い
治

療
が
必
要
で
す
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

農
作
業
で
は

●
殺
菌
剤
・
洗
剤
の
使
用
量
を
守
る
。

説
明
書
を
き
ち
ん
と
読
み
、
希
釈
濃

度
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
専
用
カ
ッ
プ

を
準
備
す
る
と
楽
に
で
き
ま
す
。

●
牛
の
乳
頭
を
き
れ
い
に
〃

パ
ド
ッ
ク
や
ス
ト
ー
ル
を
い
つ
も
き

れ
い
に
す
る
よ
う
に
心
が
け
、
搾
乳
の

時
、
殺
爾
剤
に
触
れ
る
回
数
を
減
ら
し

ま
し
ょ
う
。

●
牛
舎
に
も
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
を
。

マ
メ
な
手
入
れ
が
大
切
で
す
。

家
事
で
は

●
合
成
洗
剤
よ
り
石
ケ
ン
を

合
成
洗
剤
を
使
う
と
、
脱
落
す
る
皮

脂
や
角
質
細
胞
が
倍
増
し
ま
す
。

●
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
や
ゴ
ム
手
袋
で
手

を
守
る
。

●
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

ビ
タ
ミ
ン
不
足
や
偏
っ
た
食
事
は
皮

膚
の
回
復
を
遅
ら
せ
ま
す
。

プ:夕



￣ 

盛
り
上
が
っ
た
家
族
親
睦
ポ
ウ
リ
ン
笏

第
川
回
附
陽
台
目
作
ソ
リ
大
会
が
、

二
月
十
六
日
、
町
営
開
陽
台
育
成
牧
場

特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
雪
な
ら
ぬ
雨
と
い
う
悪

天
候
で
し
た
が
、
ア
イ
デ
ィ
ア
凝
ら
し

た
自
作
ソ
リ
ニ
十
数
台
が
、
ス
ピ
ー
ド

ユ
ニ
ー
ク
ソ
リ
が
勢
揃
い
。

夫
婦
で
優
勝
、
賞
品
総
ナ
メ
青
年
部
畑
作
部
会

青
年
部
畑
作
部
会
の
家
族
親
睦
ボ
ウ
ら
っ
て
い
っ
た
。

リ
ン
グ
大
会
が
、
二
月
十
八
ｕ
ウ
コ
ウ

お
ま
け
に
女
性
の
部
も
奥
さ
ん
が
優

ポ
ウ
ル
に
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

勝
、
．
一
人
で
豪
華
賞
品
を
持
っ
て
い
き

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
は
年
に
一
～
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
終
了
後
は
、
皆
ん
な

一
一
回
し
か
プ
レ
イ
し
た
一
一
と
が
な
い
人
で
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
（
珍
し
く
酒
ぬ

ば
か
り
。
そ
ん
な
中
て
ひ
そ
か
に
練
習
き
で
）
大
い
に
朧
り
上
が
り
ま
し
た
。

し
て
い
た
の
か
？
男
性
の
部
で
は
、
福
し
か
し
み
ん
な
「
来
年
は
勝
っ
て
や
る

嶋
剛
さ
ん
が
ぶ
つ
ち
ぎ
り
の
優
勝
を
ざ
〃
」
と
心
の
中
で
思
っ
て
い
た
の
は
見

/し

開
陽
台
自
作
ソ
リ
大
会

雨
が
降
り
、
雪
が
緩
む
悪
い
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
の
た
め
、
途
中
で
止
ま
っ
て

し
ま
う
ソ
リ
や
、
極
倒
し
た
り
、
ジ
ャ

ン
プ
し
た
反
動
に
耐
え
き
れ
ず
、
壊
れ

た
り
と
ハ
プ
ニ
ン
グ
続
川
、
沢
山
の
見

物
客
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
た
。

ま
た
、
チ
ュ
ー
ブ
す
べ
り
や
、
い
ぬ

ソ
リ
体
験
、
子
供
た
ち
の
宝
さ
か
し
、

み
か
ん
拾
い
な
ど
の
催
し
も
行
な
わ
れ
、

｜
股
の
人
た
ち
も
参
加
し
て
の
楽
し
い

Ｈ
と
な
り
ま
し
た
。

｣唇②、

え
み
え
と
、
競
争
心
あ
ふ
れ
る
入
会
で

し
た
。

｣Zク



ス
ト
ラ
ネ
ク
め
が
汁
〉
て
、

ゲ
ー
ム
に
い
ど
む
。

婦
人
部
若
妻
部
会
ボ
１
リ
ン
グ
交
流
会

上
る
二
月
一
一
十
五
日
農
協
婦
人
部

若
妻
部
会
ボ
ー
リ
ン
グ
交
流
会
を
、
ウ

コ
ウ
ボ
ウ
ル
で
開
催
致
し
ま
し
た
．
参

加
者
は
十
四
人
と
ち
ょ
っ
と
少
な
め
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
肴
は
ス
ト
ラ

イ
ク
め
が
け
て
ゲ
ー
ム
に
い
ど
み
、
高

ス
コ
ア
ー
も
で
る
な
ど
若
妻
パ
ワ
ー
を

見
せ
つ
け
ま
し
た
。
二
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ

ル
の
結
果
は
次
の
辿
り
で
し
た
。

｜
位
武
田
静
子

一
位
名
越
静
枝

三
位
後
木
民
了

』

/戸熟

業
期
間
は
お
互
い
業
務
の
関
係
か
ら
人

日
間
と
、
非
常
に
短
く
完
成
出
来
る
か

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
組
合
の

団
結
力
、
し
ば
れ
の
厳
し
い
中
、
汗
浄

農
協
職
員
組
什
（
富
Ⅲ
恵
一
委
員
長
）

で
は
、
第
十
Ｌ
ｕ
な
か
し
く
つ
冬
ま
つ

り
の
雪
像
作
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
参
加
は
、
自
分
た
ち
の
職
場
内

で
の
取
り
組
み
を
黄
一
ら
に
一
歩
広
げ
、

広
く
地
域
住
民
と
交
流
を
深
め
る
目
的

で
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
昨
年
に
続
き

二
回
目
の
参
加
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

今
年
の
作
口
叩
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
で
同

じ
み
の
ド
ナ
ル
ド
ダ
ッ
ク
を
製
作
”
作

職
員
組
合
雪
像
作
り
に
大
奮
闘
。

律篭

=。

女子戦員もガンパリました

企
業
の
部
第
二
位
に
輝
く

か
い
て
の
人
褥
闘
（
熱
カ
ン
の
お
酒
も

手
伝
っ
て
）
。

審
査
結
果
は
、
企
業
②
部
第
二
位
と

い
う
鱒
し
い
成
果
を
上
げ
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
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貸付金利率の改定
＝ 
＝ 

ｉ 
＝ 

＝ 
＝ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 
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－ 

－ 
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－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

-

－ 

－ 

－ 

－ 

第２回理事会に於いて、次のとおり貸付金利率の改定

ｶｾﾞ行なわれました。

実施は平成４年２月１０日からです。

年利％

噺f利率 改定利率種別 備考

青年部畑作部会学習会

酪農委員会

営農委員会

第101山理事会

馬事同志会役員会

なかしくつフーズ取締役会

酷対役員会

中標津ジュニアホルスタイ

ンクラブ役員公

地区別懇談会（３月６Ｆ|ま

で各地区で）

小葉付|活動発表大会

てん菜生産振興会役員会

農業祭実行委員会

１日

４日

５１」

７日

７日

１４日

l７Ｒ 

２４Ｆｌ 

組勘岱越し 8.ｍ 7.8Ｃ 

'欝農貯令見返I】 営農貯金と同率４．８円 4.ＲＦｉ 

共済jlI保 鴎ｉｉｌＺ戻金の8割Ｗｉ7.日０ 6．８０ 

証普貸付金(一般〕 8．５０ 7.80 
癌

証書rii付金(農地つなぎ） 7．５０ 円.、

一般割賦 ８．５０ 7．８０ 

農地収得 7．５０ 5.50 

生産lflI-l二盗金 7.50 6．８０ 

2Fin 結幡割賦 5.00 5．００ 現.行どおり

後継者農業振興資金 8.0［ 7．３０ 利子補給あｌｊ

２６上

27Ｅ 

２８Ｅ 

入庫砧拙係 7.m 6．８０ 

でん粉仮渡Ｌ 7.5［ 6．８０ 

乳肉複舎経営盗金 7.00 6．３０ 

畑作地力維持有吉資金 7.00 6．３０ 

農協救育ローン 現行どお|；7.92 7．９２ 

農機具ローン 7.50 6.80 

℃ 
'１動車ローン 7.50 6.Rn 

三
月
は
税
金
申
告
業
務
、
決
算
や
、
新
年

度
予
算
な
ど
何
か
と
忙
し
い
月
で
す
。
ｉ

今
月
号
は
、
各
地
域
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
行
事
を
中
心
に
掲
載
し
ま
し
た
。
こ
の

地
域
で
の
催
し
も
年
々
歴
ん
に
な
り
、
内

容
的
に
も
一
段
と
充
実
し
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
畷
リ
ｆ
げ
て
い
る
姿
が
う
か
が

え
る
と
思
い
ま
す
。
農
協
も
二
月
末
に
小

集
団
活
動
発
表
大
会
を
行
な
い
、
今
ま
で

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
来
た

活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
．

今
月
の
中
旬
に
は
、
て
ん
菜
プ
ラ
ン
ト

が
始
動
し
ビ
ー
ト
の
移
植
ポ
ッ
ト
作
り
が

始
ま
り
ま
す
。

最
近
お
だ
や
か
な
天
気
が
続
き
、
雪
の

鳧
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
減
っ
て

来
ま
し
た
。
あ
と
は
春
を
待
つ
だ
け
と
一
言

い
た
い
所
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
油
断
は
禁

物
、
ド
カ
雪
が
降
る
可
能
性
も
充
分
あ
り

ま
す
．
道
路
も
寒
暖
の
差
に
よ
り
、
朝
晩

ア
イ
ス
バ
ー
ン
状
態
に
な
る
躯
も
あ
り
ま

す
。
車
の
運
転
に
は
十
分
注
意
し
常
に
妾

全
運
唯
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

編

集

後

鶉
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種別 轍fjFll率 改定利率 備考

組勘貸越し 8.50 7.80 

情農貯金見返I〕 4.85 4.85 営農貯金と|同率

共済払保 ij〔） 6.80 鴎躯戻金の8割以内

証普貸付金〈一般） 5０ 7.80 

証書貸付金〈農地つなぎ） 5０ 5.50 

‐股割賦 iﾗ0 7.80 

農地llz得 5０ ５．５０ 

生産:靴:忌盗金 ､5０ 6.80 

結婚割hik 00 5.00 現.行どおl〕

後継者農業振興姿金 ､0０ 7.30 ;Ｆｌｌｆ補給あ|）

入庫 腺 ､5０ 6．８０ 

･でん 仮渡し ､5０ 6．８０ 

\|』肉復令経営盗金 .0０ 6.30 

畑作地力維持有吉資金 ､00 6.30 

農協牧育ローン ､9２ 7.92 現行rおり

農機蕊に１－ン ､5０ 

jﾔ動顧ローン 7.50 6.80 


